
 魚類の体色模様変化は成長に基づくもののみならず、社会関係や心理状
態と密接に結びついている。その変化がすぐに必要な社会的局面と、睡
眠・休息など時間をかけて変化してもよい局面があるだろう。 
 それらの時間的な相違に対応するように、体色模様の変化発現パターン
はそれぞれ異なっているのだろうか？また、体色模様を変化させる生理学
的機構はそれぞれ異なっているのだろうか？ 
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岩礁・サンゴ礁における高次捕食者 

なわばり防衛における個体間関係 

 ハタ科Serranidaeの魚類をガラス水槽で飼育した。鏡

を設置した水槽で、同種他個体に対する威嚇行動を誘
発させ、体色模様の変化を観察した。また、夜間での睡
眠、休息時の体色模様の変化を観察した。これらの局
面時な個体の体色模様と活動時での通常時の体色模
様とを比較した。 

結論 

 ハタ科魚類の睡眠、休息など時間をかけてもよい模様変化にはホルモン、メラトニンが関与しており、すぐに必要な威嚇時の模様変化には
神経伝達物質が関与している。つまり、それぞれの生理学的機構は異
なる。 

※１威嚇誘発水槽 

水槽のガラス面に鏡を設
置した。 

魚を水槽に入れると鏡に
映った自分の姿を見て威
嚇行動を起こす。 

鏡 
透明塩ビ板 
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色素胞の変化誘発実験 

 鱗の色素胞を採取し生理的食塩水にしばらく浸してから、
以下の神経伝達物質とホルモンを顕微鏡で観察しながら、
滴下して色素胞を変化させた。 

・ノルアドレナリン（交感神経伝達物質） 濃度 １．０×１０ mol/L 

・アセチルコリン（副交感神経伝達物質） 濃度 １．０×１０ mol/L 

・メラトニン（ホルモン）   濃度 １．０×１０ mol/L 

 

すべて東京化成株式会社のものを使用 
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キジハタ   

Epinephelus akaara  

カンモンハタ 

Epinephelus merra 
アカハタ 

Epinephelus fasciatus 

模様変化のメカニズム(成長に伴わない） 

色素胞 

+神経伝達物質、又はホルモン 

拡散状態 凝縮状態 

拡散状態 

凝縮状態 

※２ 色素胞のなかには受容体タンパク質が他と異なっており反対の作
用を示すものがある 

威嚇時と睡眠時に変化する色素胞と変化時間の測定 

 威嚇時、睡眠時に変化する色素胞 

 威嚇時、睡眠時の模様変化にかかる時間 

キジハタ 

カンモンハタ 

（アカハタを除く） 

黒色素胞 白色素胞 

威嚇時 
（威嚇誘発水槽
を用いた※１） 

拡散→凝縮 凝縮→拡散 

睡眠時 一部変化※２ 

 

拡散→凝縮 

威嚇時 睡眠時 

時間 

（秒、n＝１０） ４秒 １０分 

黒色素胞 白色素胞 

ノルアドレナリン 
（交感神経伝達物質） 

拡散→凝縮 変化なし 

アセチルコリン 
（副交感神経伝達物質） 

 

変化なし 変化なし 

メラトニン 
（ホルモン） 
 

変化なし 拡散→凝縮 

以上の実験からの考察 

・睡眠時の模様変化の白色素胞の動揺と、変化誘発実験での白
色素胞の動揺が一致することから睡眠時の模様変化はメラトニン
である。 

・威嚇時の模様変化の黒色素胞の動揺と変化誘発実験での黒
色素胞の動揺は一致しているが、白色素胞は一致しなかった。 

・威嚇時と睡眠時の模様変化に要する時間に有異差が見られる
ことからそれぞれの変化機構は異なる。 

・色素胞は交感神経伝達物質には反応するが副交感神経伝達
物質には反応しなかった。これはヒトの立毛筋と同様である。 

 

（写真：Nikon1 J3使用） 

威嚇時 

睡眠時 

今後の課題 

威嚇時に関与する神経伝達物質を特定する。模様の変化パターンと心理状
態とのかかわりや、性転換の前後での威嚇時の模様（Eye bar)に違いが現れ
るか、などを調べていきたい。 
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